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2019年 1月 1日に大統領に就任したボルソナロ（Jair Bolsonaro）は、同年 4月 10日に新政権発
足 100日目を迎えた。ボルソナロ政権はその 100日間ですでに約 5分の 1の選挙公約を実現して
おり、第二期ジルマ（Dilma Rousseff）1政権（2015～2016年）やテメル（Michel Temer）政権（2016
～2018 年）の発足後最初の 100 日間の実績を上回っている 2。また、財政再建をめざす新政権に
とっての最重要政策課題といっても過言ではない社会保障制度改革（reforma da Previdência）の憲
法改正案（Proposta de Emenda à Constituição, PEC）を 2月 20日に下院に提出し、4月 23日には下
院憲法司法委員会を通過させることに成功した。 
 










支持率は 3月には 34%にまで落ち込み、その後僅かに戻したものの 4月 12～15日の調査では 35%
にとどまっている。3 月時点での 34%という支持率は、選挙を経た第一期政権発足 3 カ月目のも
のとしてはジルマ（2011年、56%）やルーラ（Luiz Inácio Lula da Silva、2003年、51%）はおろか、




mesmo-periodo.ghtml（2019年 6月 15日アクセス）. 
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コロル（Fernando Collor、1990年、45%）やカルドーゾ（Fernando Henrique Cardoso、1995年、41%）





















2018年 10月 7日の総選挙は、ジルマ元大統領が 2016年に弾劾を経て罷免されてから初めてのも
のであったこともあり、国内外の注目を幅広く集めた。大統領の任期は 4 年で連続再選が一度だ
                                                        
3 第二期政権発足３カ月目の場合は、ルセフ（2015年、12%）とカルドーゾ（1999年、22%）の支持率の方が低
い。https://g1.globo.com/politica/noticia/2019/04/24/35percent-aprovam-governo-bolsonaro-e-27percent-reprovam-diz-
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け認められており、第一回投票で何れの候補者も過半数の有効票を獲得できない場合には、10月
最終日曜日に決選投票が実施される。一方、下院議員の任期は 4 年で州を選挙区の単位とし、各
州 8名（10州 5とブラジリア連邦区）から 70名（サンパウロ州）が非拘束名簿式比例代表制によ
って選出される。また、上院議員の任期は 8 年で、4 年ごとに各州 1 名もしくは 2 名が改選対象
となり、3分の 1改選の場合は小選挙区制、3分の 2改選の場合は完全連記制 6が採用されている。 
 
表１ 2018年ブラジル大統領選開票結果 
 第一回投票 決選投票 
得票数 % 得票数 % 
ボルソナロ（PSL） 49,277,010 46.03 57,797,847 55.13 
アダジ（PT） 31,342,051 29.28 47,040,906 44.87 
シーロ（PDT） 13,344,371 12.47   
アルキミン（PSDB） 5,096,350 4.76   
その他の候補の合計 7,990,967 7.46   
有効票合計 107,050,749 100.00 104,838,753 100.00 
白票 3,106,937  2,486,593  
無効票 7,206,222  8,608,105  
疑問票 746  0  
合計 117,364,654  115,933,451  
（出所）選挙最高裁判所のホームページ（http://divulga.tse.jus.br/oficial/index.html）
をもとに筆者作成（2019年 6月 15日アクセス）。 
 












                                                        
5 アクレ、アマゾナス、アマパ、マットグロッソ、マットグロッソドスル、リオグランデドノルテ、ロンドニ
ア、ロライマ、セルジッペ、トカンチンスの各州。 
6 有権者は 1人 2票を有し、各州の上位 2名が当選となる。ただし、同一候補に 2票投じることはできない。 
7 第一回投票までのデータに基づく大統領選分析については、［菊池 2018］も参照されたい。 
ボルソナロ政権下における不安定な大統領・議会関係 
5 ラテンアメリカ・レポート Vol. 36, No. 1, 2019 
民主党のアルキミン（Geraldo Alckmin）前サンパウロ州知事は汚職疑惑の渦中にあるテメル 8政権
への自党の参加が逆風となり、第一回投票でボルソナロ、アダジ、民主労働党（PDT）のシーロ
（Ciro Gomes）元セアラ州知事の後塵を拝して 4.76%の得票にとどまった。 
 
 
表 2 2018年下院選・上院選前後での議席構成の変化 









労働者党（PT） 62 54 9 6 
社会自由党（PSL） 8 54 0 4 
進歩党（PP） 49 39 6 6 
ブラジル民主運動（MDB） 50 34 18 13 
社会民主党（PSD） 36 36 5 9 
共和党（PR）／自由党（PL） 40 38 4 2 
ブラジル社会党（PSB） 26 32 3 3 
ブラジル共和党（PRB） 21 31 2 1 
ブラジル社会民主党（PSDB） 49 30 12 8 
民主党（DEM） 43 28 5 6 
民主労働党（PDT） 20 27 3 4 
連帯（SD） 10 14 0 0 
ポデモス（PODE） 17 11 5 8 
ブラジル労働党（PTB） 16 12 3 0 
社会主義自由党（PSOL） 6 10 0 0 
社会秩序共和党（PROS） 11 10 1 3 
その他の政党 48 53 5 8 




もとに筆者作成（2019年 6月 15日アクセス）。 
（注）2019年 5月現在下院で 10議席を有する政党のみ記載。2018年 10月時点では、下




る直前の 2018年 10月時点と本稿執筆時点（2019年 6月）での上下両院の議席構成を比較したも
のであるが、下院選・上院選における明らかな勝者は社会自由党であり、下院議席数 8・上院議席
                                                        
8 テメル前大統領は、2019年 3月 21日に汚職容疑で逮捕された。 
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9 実際に選挙で獲得したのは下院 52議席、上院 4議席であったが［菊池 2018］、その後の議員の党籍変更によ
り、2019年 6月時点で下院 54議席、上院 4議席となった。 
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時点（2019 年 6 月）までの大統領・議会関係の特徴を一言で表すならば、「連合大統領制」





れていないアメリカ大統領をはるかに凌ぐ内容となっている［Shugart and Carey 1992］。 







政権のじつに 80％が過大連立内閣 12であったという。 
アブランシェス［Abranches 1988］は「連合大統領制」を民主主義の維持の障害となる負の要素
としてとらえたが、その後もブラジルの民主主義は連立政権の成立によって機能してきた［Pereira 











                                                        
10 ただし、両院における全議員の絶対過半数の同意により、大統領の拒否権を覆すことは可能である。 
11 暫定措置の有効期間は 60日で、さらに 60日の延長も可能であるが、期間内に法制化されない場合は効力が失
われる。 
12 議会の過半数の支持を得るうえでの必要以上の政党を含んだ連立政権のこと［レイプハルト 2014］。 
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（2019年 6月 15日アクセス）。 






力を選択した 13。その中心は「BBB 議員団」（Bancada BBB）14と呼ばれる治安議員連盟（Frente 
Parlamentar da Segurança Pública）、農業議員連盟（Frente Parlamentar da Agropecuária）、国会福音派
議員連盟（Frente Parlamentar Evangélica do Congresso Nacional）であり、彼らの意向が新政権にお
ける閣僚の任命に大きく反映された。その結果、2018年総選挙で選出された議員たちが就任した
2019年 2月時点での 6名の閣僚 15の所属政党である社会自由党、民主党（DEM）、ブラジル民主
運動、新党（NOVO）の 4党のシェアの合計は下院で 23.98%、上院で 28.40%にすぎず、また、彼





general-hamilton-mourao-como-vice-22950924（2019年 6月 15日アクセス）. 
14 「銃弾（bala）」の議員団である治安議員連盟、「雄牛（boi）」の議員団である農業議員連盟、「聖書（bíblia）」
の議員団である国会福音派議員連盟の頭文字を取った呼称。 
15 政党に所属しない閣僚数は民主化後最多の 16名である。 
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本稿執筆時点（2019年 6月）において、治安議員連盟には下院議員 305名 16、農業議員連盟に




ースも出てきている。たとえば、2019年 2月 19日には、情報公開法（Lei Geral de Acesso à Informação）
における極秘文書・秘文書扱いの決定権限者を大幅に拡大する大統領令 20が下院によって差し止
められ 21、2019 年 6 月 12 日には上院憲法司法委員会が銃規制を緩和する大統領令の差し止めを
求める上院議員の動きを支持した 22。また、2019年 5月 9日には、両院暫定措置第 870号検討委
員会（Comissão Mista da Medida Provisória nº 870, de 2019）が政府の組織改編に関する暫定措置第






によって実施されている 24。しかし、歴代政権による種類別法案提出数を示した表 3 から明らか
であるように、全大統領提出法案に占める暫定措置の割合は、現時点ではジルマ政権・テメル政
権・第一期ルーラ政権に及ばない 48.39%にとどまっている。 
                                                        
16 https://www.camara.leg.br/internet/deputado/frenteDetalhe.asp?id=53890（2019年 6月 15日アクセス）. 
17 https://www.camara.leg.br/internet/deputado/frenteDetalhe.asp?id=53910（2019年 6月 15日アクセス）. 
18 https://www.camara.leg.br/internet/deputado/frenteDetalhe.asp?id=54010（2019年 6月 15日アクセス）. 
19 2017年にブラジリア大学が実施した議員連盟に関する調査によれば、所属する議員連盟で実際に活動してい
たと回答した議員数は、農業議員連盟については所属 255名中 118名、治安議員連盟については所属 299名中
36名、国会福音派議員連盟については所属 202名中 39名にすぎなかったという。 
https://www1.folha.uol.com.br/poder/2018/12/frentes-parlamentares-sao-pouco-para-sustentar-presidente.shtml（2019年
6月 15日アクセス）. 
20 ボルソナロ大統領が入院中であった 2019年 1月 24日の大統領令であるため、実際に署名したのはモウロン副
大統領であった。 
21 大統領所属政党である社会自由党の 2議員もその動きに賛同した。 
https://g1.globo.com/politica/noticia/2019/02/19/camara-aprova-suspensao-de-decreto-que-permite-a-servidores-impor-





閣僚ポスト数は 22のまま維持された。同暫定措置は上院本会議でも 2019年 5月 28日に修正案通りの内容で
上可決され、法制化された。 
24 https://www.bbc.com/portuguese/brasil-48235952 （2019年 6月 15日アクセス）. 
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表 3 歴代政権による種類別法案提出数（1995～2019年） 
 通常法案 補足法案 憲法修正案 暫定措置 暫定措置の 
シェア（%） 
第一期カルドーゾ政権 203 13 27 159 39.55 
第二期カルドーゾ政権 236 18 11 206 43.74 
第一期ルーラ政権 177 7 8 239 55.45 
第二期ルーラ政権 203 20 8 179 43.66 
第一期ジルマ政権 84 5 2 145 61.44 
第二期ジルマ政権 31 1 4 58 61.70 
テメル政権 51 5 2 144 71.29 





ホームページをもとに筆者作成（2019年 6月 15日アクセス）。 

























reforma.shtml（2019年 6月 15日アクセス）. 
28 https://g1.globo.com/politica/noticia/2019/05/07/lider-diz-que-governo-decidiu-dividir-desenvolvimento-regional-em-
dois-ministerios.ghtml（2019年 6月 15日アクセス）. 
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